
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

全体 1,606 1,254 1,236 1,026 647 1,190 1,425 1,554 1,441 596 773 658 13,406

うち学外 138 165 440 221 214 419 691 709 587 122 452 238 4,396

利用件数 68 50 63 56 30 44 69 64 62 43 47 30 626

交通案内

利用方法

発行：名古屋市立大学病院臨床シミュレーションセンター
電話 052-853-8429　ＦＡＸ 052-853-8436
E-mail  simncu@med.nagoya-cu.ac.jp　URL http://www.med.nagoya-cu.ac.jp/simncu/index.html

vol.12
(2019.2)

臨床シミュレーションセンター
西棟 病棟・

中央診療棟

外来診療棟

患者さん用駐車場

地下鉄
出入口

月－金　９時から17時（祝日除く）受 付 時 間

名古屋市立大学病院　西棟１階

・ホームページ（URL http://www.med.nagoya-cu.ac.jp/simncu/index.html）より利用申請書・不動産一時貸付申請書をダウン
ロードしてＦＡＸ、郵送または受付まで持参していただきますと、センターで利用許可証を発行します。

・使用予定日の6ヶ月前の月の最初の平日よりお申し込みいただけます。
・特にセンターの設立目的に合った利用のみは６か月以上先の予約でも受け付けます。従って、第1受付日でも既にお申込み
いただけない日ができる場合がございます。ご注意ください。最新の施設空き状況は、お電話にてお問い合わせください。

・使用目的、使用計画などをお知らせいただきセンター設立目的に合わないものは利用をお断りすることがございます。
　詳しくは、センターホームページをご覧いただくか、センター事務室までお問い合わせください。
・敷地内及び周辺道路における禁煙を実施しています。

桜山（川澄）キャンパス  大学病院内見取り図

④

centersimulationClinical

愛知県地域医療再生計画により設立された、名古屋市立大学病院臨床シミュレーションセン
ターは、新生児医療、周産期医療、救急医療の３領域の研修を通じて地域の医療安全の確保
とチーム医療の向上を目指します。

名古屋市立大学病院
臨床シミュレーション
センター
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①このリーフレットは古紙パルプを含む再生紙を使用しています。
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ALSOプロバイダーコース

　　　　　　in ベルネット

H29年度利用統計

H30年度利用統計（12月まで）

交通案内・利用方法 など

編集後記
　今号は、JPTECとALSOの講習会を紹介していただきました。両講習会ともに受講者が講習会で最新の知識を
学ぶことで、患者さんの救命率の向上に結びつく極めて有意義なものであると確信しております。加えて、教
える側と学ぶ側が顔の見える関係となり、地域の医療従事者の連携をより強固なものにすることに役立って
います。講習会を運営していただいている山岸先生、加藤先生をはじめとするインストラクターの皆様の不断
のご努力に、この場を借りて敬意を表させていただきます。　

笹野　寛（臨床シミュレーションセンターセンター長）

・地下鉄　桜通線「桜山」駅下車　３番出口
・市バス　金山７番のりばより金山１２「市立大学病院」下車
　　　　　金山８番のりばより金山１４「市立大学病院」下車
　（一般用駐車場がありませんので、公共交通機関でお越し下さい） 

［ 交 通 機 関 ］
臨床シミュレーションセンター

山岸　庸太先生
災害医療センター長

平成 29年度  センター利用者数 （単位：名）

平成 30年度  センター利用者数（12 月までの利用者数） （単位：名）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

全体 1,814 1,467 1,312 1,042 610 1,092 1,208 1,805 1,414 － － － 11,764

うち学外 151 134 392 237 96 286 504 951 609 － － － 3,360

利用件数 67 61 68 58 25 60 71 79 60 － － － 549

「JPTEC（ジェイピーテック）：Japan Prehospital Trauma Evaluation and 

Care」とは、病院前救護において、救急隊が行う外傷傷病者に対する観察・

処置を学ぶ講習会です。

重症外傷傷病者の救命には、受傷後1時間（ゴールデンアワー）以内に

根本治療が行われるか否かが予後を左右します。そのためには、3R (the  

Right patient in the Right time to the Right place)：「適切な患者を適切な

時間内に適切な医療機関に搬送する」ことを目標とした活動が必要となり

ます。具体的には「生命維持に関係のない部位の観察や処置を省略し、生命維持に必要な処置

のみを行って、一刻も早く外傷治療が可能な医療機関へ搬送する」という概念である「ロード

&ゴー (load and go)」の判断と行為を行うということです。

病院前の救急隊活動を学ぶ講習会ではありますが、実はJPTECでの全身観察は、災害時の２次

トリアージであるPATトリアージ(Physiological and Anatomical Triage)と同様であり、院内災害

対応においても大変有用な講習会です。また、病院内医療従事者が救急隊の実際の活動を理解

した上でメディカルコントロールを行い、傷病者受け入れをすることも意義のあることです。

これまで計11回（1回/年）の講習会を開催してきました。参加者は、受講生とスタッフを含

め約1000名を超え、多くの熱意のある方々によって支えられています。

目標は「防ぎ得た外傷死

(PTD:Preventable Trauma 

Death )」の撲滅です。その

ためには、病院前と病院内が

連携して、一貫した外傷傷病

者対応をすることが不可欠で

す。今後共、皆様の御支援の

程、宜しくお願い致します。



② ③

2017年6月より名古屋市立大学病院教授　尾崎康彦先生のご支援ご高配のもとALSO

(Advanced Life Support in Obstetrics)プロバイダーコース in ベルネット を名古屋市立

大学病院臨床シミュレーションセンターにて開催させていただいております。ALSO

プロバイダーコースは、医師やその他の医療者が、周産期救急に効果的に対処できる

知識や能力を発展・維持するための教育コースです。センター内には、周産期・救急

シミュレーション教育に必要な場所や器材がそろっており、コース開催におきまして

は、このような好条件の場を提供していただきとても感謝しております。

さて、医療法人葵鐘会は、愛知県、岐阜県を中心に年間約8300分娩を取り扱ってい

る産科一次施設です。葵鐘会では、地域の特性に応じた産科医療施設を各所（現在12

施設）に整備し、「ベルネット」として連携を図り、どこでも高いレベルの医療とサー

ビスを受けられる環境を提供することで、地域の発展と高度化に貢献できるよう努力

しております。

そのため、安全・安心なお産を支える医師、助産師、看護師、その他の医療スタッ

フはより高い知識と技術を身につけ、そして個々の力を集結させて強力な医療チーム

を構築することが必要です。ALSOプロバイダーコースは、まさにこのテーマを支援

するコースであります。現在、葵鐘会では医師20名、助産師61名のALSOプロバイダー

が在籍しており、インストラクター、インストラクター・キャンディデイトとして活

動しているスタッフも増えてきております。

ALSOプロバイダーコースを開催しました

実臨床におきましては、緊急時やハイリスク周産期管理などには、高次医療施設と

の連携が必要不可欠です。プロバイダーコース in ベルネットでは、病診連携も重視

しており、日頃お世話になっております高次医療施設や地域施設の方とコースや懇親

会を通じて相互理解を深めるとともに「顔の見える病診連携」が構築できるよう、受

講生や講師陣のグループ分けにも配慮しております。

地域一丸となってより安心、安全な周産期医療を提供できるよう、今後も定期的に

開催してきたいと考えております。

医療法人葵鐘会･ベルネット　産婦人科医　加藤  誠先生

ALSOプロバイダーコースのワークステーションの様子
（受講生と講師陣のやる気と熱気が伝わります）

肩甲難産への対応急速遂娩（吸引分娩）


